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沖縄そばマカイに用いるリュウキュウマツのヤニ除去について

1 . はじめに

リュウキュウマツは琉球列島固有の種であ

り、県木にも指定されていて、木目はきわめ

て美しいので「沖縄そばマカイ（椀）」に活用

したい樹種であるが、ヤニが塗装に障害をも

たらす。ャニの少ない辺材を用いる場合でも

塗装障害の不安はぬぐえない。

そこで、ヤニ除去の非常に簡易な方法とし

て、電子レンジ加熱による処理方法について

検討した。

2 試験方法

リュウキュウマツをマカイに用いる処理方

法について 3段階で検討した。 1) 電子レン

ジ加熱処理によるヤニ滲出量について、アル

ーコール・ベンゼン抽出により確認した。 2)

耐水耐湯試験により最適な塗装方法を検討し

た。 3) 試作マカイによるモニタリングを行

った。

1) アルコール・ベンゼン抽出 1)

リュウキュウマツ辺材から100X 50 X 10mmの

板片を作成した。電子レンジを用いた処理で

は700W、1分間加熱してャニを滲出させ、アル

コールでャニをぬぐい取った。対照区は、電

子レンジを用いた処理と同じリュウキュウマ

ツの同一部位から同様の板片を作成し、無処

理とした。次にそれぞれ板片を粉砕し、 40,-..,1

00メッシュの粒径を試験木粉とした（表ー 1)。

ソックスレー抽出器フラスコの重さ (105℃

で恒量にしシリカゲルデシケーターで冷却し

た重量Wl) を計っておき、木粉約 2g (全乾

重量S) を円筒濾紙に入れ、抽出器フラスコに

は150,-..,170mlのエタノール (95%)、ベンゼン
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混液（容積比 1 : 2) を用いて、抽出器によ

り湯浴中でャニを 6時間抽出した。抽出処理

後、溶媒エバポレーターで木粉を回収し、フ

ラスコを105℃で恒量にしシリカゲルデシケー

ターで冷却した後、フラスコの重さ (W2) を

計った。アルコール・ベンゼン抽出物 (W2-W

1) の百分率を木粉の全乾重量Sを基準に求め

た。

表ー 1 試験木粉

木粉の種類 処理方法

無処理木粉 板片を 40,---...,100メッシュ

の木分にする。

電子レンジ処理板片を電子レンジで700

木粉 W, 1分間加熱し、噴出し

たャニをエタノールでぬ

ぐい取った後、 40,---...,100

メッシュの木粉にする。

2)耐水耐湯試験2)

リュウキュウマツ辺材の同じ部位から一様

な100X 50 X 10mmの板片を作成し、角はすべて

丸めた。

板片を電子レンジで700W、1分間加熱して噴

出したャニをエタノールで拭き取り処理した

ものと無処理の板片の 2種類を作成し、塗装

はウレタン塗装のプライマー有りと無しの 2

種類と漆溜塗りの計3種類を施した（表ー 2、

表ー 3)。

耐水耐湯試験は、試験片をビーカーにつる

し、下から30mmのところまで水に浸たして室

内に48時間置いた後、ビーカーごと湯煎しビ

ーカー内の水を90℃に昇温し、その温度で30

分間維持した後、ビーカーを湯煎から外して、

室内で2時間30分置いて冷却した（図ー 1)。



耐水耐湯試験の吸水氷量は試験前後の重量差

で求めた。繰り返し回数はそれぞれすべて 5

回とした。

表ー 2 塗装の種類

種類 工程

ウレタン① L 1010ウッドシーラー→B2010 

サンディングシーラー→江302

5分消クリヤー

ウレタン② A1200ウッドプライマー→

010ウッドシーラー→B2010サ

ンディングシーラー→ L 3025 

5分消クリヤー

中国産生漆を樟脳油で 2倍に

希釈して木固め→MR-S素黒目

漆で摺り漆 2回→MR-S素黒目

漆り漆を刷毛塗り 2回

ウレタン塗料：斉藤K.K、漆： K. K. 箕輪漆行

3) 

5
 

モニタリング調査

モニタリングはリュウキュウマツを横木取

り、木表が高台側の試作マカイ木地（図ー 2)

を電子レンジで加熱し、ヤニをエタノールで

ぬぐったものに、耐水耐湯試験で良好あった

ウレタン②と透明漆塗装（表ー 4) を施した

ウレタンと漆の 2種類の試作マカイで行った。

それぞれ 5個ずつ計10個を任意の10人に 1個

ずつ 5ヶ月間行った。
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図ー 2 試作マカイの木地医面

表ー 3 試験片の種類

試験片 レンジ処理

A

B

C

D

E

F

 

無し

無し

無し

有り

有り

有り

塗装

ウレタン①

ウレタン②

漆溜塗り

ウレタン①

ウレタン②

漆溜塗り

表ー 4 試作マカイ塗装

種類

ウレタン②

透明漆塗装

（内側）

＝巴A1200ウットフフイマー→LI 

010ウッドシーラー→B2010サ

ンディングシーラー→江3025

5分消

中国産生漆を樟脳油で 2倍に

希釈して木固め→MR-S素黒目

漆で摺り漆 2回→MR-S素黒目

漆を刷毛塗り 2回

中国産生漆を樟脳油で 2倍に

（外側）希釈して木固め→MR-S素黒目

漆で摺り漆4回

工

クリヤー

48時間 150分

3. 結果と考察

図ー 1 耐水・耐湯試験 アルコール・ベンゼン抽出の結果は、無処

理は1.26%、電子レンジで処理したのは1.11 

電子レンジ処理を行った方が、わ％であり、
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ずかにヤニが少なくなったが、有意な差は確

認出来なかった。

耐水耐湯試験を表ー 5に示す。

表ー5耐水耐湯試験結果

試験片電子レ 塗装 吸水量(g) ャニ

ンジに の滲出

よる処

理

A 無し ウレタン① 0.65 5/5 

B 無し ウレタン② 0.29 3/5 

C 無し 漆溜塗り 0. 18 0/5 

D 有り ウレタン① 0.45 2/5 

E 有り ウレタン② 0.22 0/5 

F 有り 漆溜塗り 0.20 0/5 

ャニの滲出がなかったのは、C,E,Fであった。

吸水量もそれぞれ0.18、0.22、0.20と他に比

べて小さくなった。

木地は電子レンジで加熱しャニを除去した

物ものがヤニの滲出が少なく良好で、塗装は

ウレタン塗装でプライマーを入れた塗装と漆

溜塗りが良好であった。

モニタリングの結果、プライマーを入れた

ウレタン②と透明漆塗装の両方とも 4/5に

は問題は無かった。

ウレタン②については、 1モニタリングの

報告に「肉じゃがに使用したが、熱いうちは

気づかなかったが、冷めたとき味が変わって

おいしくなかった。」「沖縄そばに使用したが、

やはり熱いうちは感じないが、冷めたあとの

スープに違和感があった。味が変わった。」と

4. おわりに

リュウキュウマツは、ネーミング的にも、

木目も沖縄そばにマッチしているが、ヤニが

塗膜に障害をもたらす恐れがある。

電子レンジでヤニを除く方法について、一

部、効果が確認出来たが、加熱温度や加熱時

間によっては、木地の割れや変形を招くので

要注意である。 2,,..___, 3回に分けて行うのも良

いと考えられる。

写真一1 ウレタン②の試作マカイ

あった。 写真ー 2 透明漆塗装の試作マカイ

透明漆塗装については、 1個に塗膜のはがれ

が見られた。 参考文献

リュウキュウマツの木地については、電子

レンジでヤニの処理をすると、無処理のもの

と比べてャニの滲出が抑えられることがわか

った。ウレタン塗装では電子レンジで処理と

併せて、プライマー処理を行った場合、ヤニ

の噴出がみられなかった。
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